
 

被覆アーク溶接棒の記号 

溶着金属の化学成分の記号 

電流の種類による種別（15:DC(＋)，16:(AC 又は DC(＋))） 

 

D     ○○－○－ ○○                              

図 1-a 現行 JIS Z 3224：1999 溶接棒の種類の記号の付け方 

 
  Ｅ    Ｎｉ ○○○○ （XXXXXXXX） 

 

                  溶着金属の化学成分表記による記号（参考）a) 

Ni 系溶着金属の化学成分を表す記号  

Ｎｉ  2○○○：ニッケル  

Ｎｉ  4○○○：銅を添加した，ニッケル－銅合金  

Ｎｉ  6○○○：鉄が25 %（質量分率）未満の，ニッケル－クロム合  

       金，ニッケル－クロム－鉄合金，ニッケル－クロム  

       －モリブデン合金及びニッケル－クロム－コバル  

       ト－モリブデン合金  

Ｎｉ  8○○○：鉄が25 %（質量分率）以上の，ニッケル－鉄－クロ  

       ム合金  

Ｎｉ  10○○  ：モリブデンを添加した，ニッケル－モリブデン合金  

被覆アーク溶接棒の記号 

     注 a) 化学成分を表す記号（例：Ni 6182）に付随して，化学成分表記による記号（例：NiCr15Fe6Mn）を 

        表示してもよい。［例：E Ni 6182（NiCr15Fe6Mn）］ 

図 1-b JIS Z 3224改正案の溶接棒の種類の記号の付け方 

 
図 1―現行 JIS Z 3224：1999と改正案との溶接棒の種類の記号の付け方対比 

 

本稿は、日本溶接協会機関誌「溶接技術」2009年7月号に掲載されたものをもとに、
直近の動向を踏まえ一部修正しております。記述内容は2009年5月末日現在のものです。


